
2020 年度「研究科アンケート」 

 

 昨年度（2019 年度）の研究科アンケートについては、コロナ禍の影響に伴い郵送による実施と

なったが、十分な回答が得られていなかったため、比較可能な 2018 年度の結果からの改善傾向等

を中心として、2020 年度の結果の特徴について以下にまとめることとする。 

 

(1) 教育課程について 

 

 

 

58.0% 40.0% 2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教育課程（カリキュラム）は、学校づくりの有⼒な⼀員となりうる新⼈教員の養成、並びにス
クールリーダーの養成を果たすのにふさわしいものとなっていますか。

とても思う ややそう思う あまりそう思うわない 全くそう思わない

52.0% 44.0% 4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教育内容は教育現場における現実の課題や教育における本質的な課題を積極的に取り上げ、検
討を⾏うようになっていますか。

とても思う ややそう思う あまりそう思うわない 全くそう思わない

12.0% 56.0% 32.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

年間を通じて⾏われているフィールドワークの回数は適切でしたか。

多かった ちょうど良かった 少なかった



 
「教育課程について」は、おおむね良好であり、比較可能な 2018 年度から改善傾向にある項目

が多く、FD 活動の継続による成果が表れていると考えられる。ただし、フィールドワークについ

ては、コロナ禍の影響により中止やゲストスピーカーへの変更があったため、「少なかった」との

回答が 3割を超えた。 

 

(2)授業について 

 

 

40.0% 50.0% 10.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

時間割の編成は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった

74.0% 24.0% 2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⼤学院で開講している科⽬は学びを深めるのに有効でしたか。

有効だった まあまあ有効だった あまり有効ではなかった 全く有効ではなかった

94.0%
4.0%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科では、現職教員院⽣と学部新卒院⽣が⼀緒に学びますが、この点
は良いですか。

よい どちらともいえない よくない



 

 
「授業について」の結果は、比較可能な 2018 年度から大幅に改善された項目が多い。特に研究

者教員と実務家教員のゼミ（演習）指導について、各ゼミでの指導の改善・充実とともに、教員

間での連携や役割分担が明確になりつつあることが推察される。 

 

(3) 学生支援について 

 

58.0% 40.0% 2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

全体として授業のレベルはあなたにとって適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった

88.0% 10.0% 2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

研究者教員と実務家教員のゼミ（演習）指導は教職⼤学院での学びを深めるために有効でした
か。

とても有効だった まあまあ有効だった あまり有効ではなかった 全く有効ではなかった

44.0% 46.0% 6.0% 4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

授業やゼミ（演習）での学習のために、図書館の書籍・雑誌は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった 適切ではなかった ほとんど利⽤していないので分からない



 

 

 

 
「学生支援について」について、図書館蔵書のさらなる充実等、改善の余地は残されている

が、比較可能な 2018 年度からは大幅な改善が認められた。教員採用試験への支援体制について

は実務家教員を中心として専任教員が総出で取り組んでいる成果が表れていると考えられる（無

回答は採用試験に合格している者や現職院生である）。実習支援体制についても大幅に改善して

36.0% 48.0% 16.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における教員採⽤試験への⽀援体制は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった 無回答

38.0% 48.0% 2.0% 12.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科における実習⽀援体制は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった 無回答

48.0% 40.0% 12.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教員や事務室から院⽣への必要な連絡については適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった manaba等をあまり確認しなかったので分からない

66.0% 30.0% 4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

教室等の学習環境、設備や備品は適切でしたか。

適切だった まあまあ適切だった あまり適切ではなかった 全く適切ではなかった



おり、教職大学院の実習に関して実習校と共通理解が図られてきている。また、教室等の設備更

新及び迅速なオンライン授業対応等による成果も回答に表れている。 

 

(4) 全体を通して 

 

 

 
ほぼすべての学生が、教職大学院の学びが自分のためになったと回答している。教員になりた

い、教員を続けたいと思う気持ちに関して「変わらない」「あまり高まらなかった」という回答

は、元々それが高かったとも考えられる。また、知り合いに本学の教職大学院への入学を薦める

ことについても、「あまり薦めない」「全く薦めない」という否定的な回答はなく、2018 年度と

比較して改善が見られた。 

 

86.0% 14.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んだことは、⾃分のためになったと思いますか。

とてもためになった まあまあためになった あまりためにならなかった 全くためにならなかった

50.0% 28.0% 12.0% 2.0% 8.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

⽴命館⼤学⼤学院教職研究科で学んで、ますます教員になりたい、または教員を続けたい思う
気持ちが⾼まりましたか。

とても⾼まった 少し⾼まった 変わらない あまり⾼まらなかった 全く⾼まらなかった 無回答

54.0% 30.0% 8.0% 8.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

合計

知り合いから、⽴命館⼤学⼤学院教職研究科への⼊学について聞かれたら薦めますか。

すごく薦める やや薦める どちらともいえない あまり薦めない 全く薦めない 無回答


